
日 本 歯 科 大 学 新 聞

本学のシンボルマーク

２０２０年（令和２年）９月３０日（１） 第６６５号

本学創立 式典114周年
東
京
・
富
士
見
に
役
職
者
が
参
列

本
学
の
創
立
１
１
４
周
年
記
念
式
典
は
、
６
月
１
日
の
創
立
記
念
日
に

東
京
・
富
士
見
で
挙
行
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ⅴ
Ｉ
Ｄ

－

１
９
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
）
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
学
役
職
者
と
永
年
勤
続
表
彰

の
代
表
者
等
が
参
列
し
た
。
併
せ
て
米
山
武
義
先
生
へ
の
名
誉
博
士

号
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
例
年
開
催
し
て
い
た
創
立
記
念
式
典
祝
賀

会
、
卒
後
50
年
・
25
年
創
立
記
念
式
典
特
別
参
列
制
度
（
ジ
ュ
ビ
リ
ー

５
０
２
５
）
は
中
止
し
た
。

　
日
本
歯
科
大
学
創
立

１
１
４
周
年
記
念
式
典
は
、

６
月
１
日
午
前
11
時
か
ら
生

命
歯
学
部
富
士
見
ホ
ー
ル
に

お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
高
橋
孝
幸
事
務
部
長
が
ま

ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
日

の
式
典
は
規
模
を
縮
小
し
、

参
列
者
の
数
、
式
典
の
内

容
、
実
施
時
間
も
簡
略
化
し

て
行
う
と
述
べ
た
。

　
つ
い
で
開
式
を
宣
し
、
築

土
神
社
の
神
職
に
よ
る
神
事

が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
修
祓
、
降
神
の
の
ち
、
祝

詞
の
中
で
本
学
の
沿
革
が
奏

上
さ
れ
、
中
原
泉
理
事
長
が

神
前
に
進
み
出
て
玉
串
を
奉

奠
、
参
列
者
は
、
二
礼
、
二

拍
手
、
一
礼
を
も
っ
て
同
拝

し
た
。
つ
づ
い
て
藤
井
一
維

学
長
、
中
原
貴
理
事
、
小
林

隆
太
郎
理
事
、
日
本
歯
科
大

学
校
友
会
の
近
藤
勝
洪
会
長

が
玉
串
を
奉
奠
し
た
。

　
神
事
が
終
わ
り
神
職
が
退

場
し
た
の
ち
、
中
原
泉
理
事

長
は
本
日
の
記
念
日
に
、
創

立
１
１
４
周
年
の
式
典
を
挙

行
で
き
た
こ
と
の
喜
び
を

語
っ
た
。
つ
い
で
藤
井
学
長

と
近
藤
校
友
会
長
が
挨
拶
を

述
べ
た
。（
要
旨
別
掲
）

　
つ
づ
い
て
名
誉
博
士
号
授

与
式
に
移
る
。
第
23
号
の
名

永年勤続の代表者に表彰状を手渡す中原理事長

（写真上・30年勤続、下・20年勤続代表者）

創立記念日を迎えた喜びを述べる中原泉理事長

藤井一維学長から新任のメッセージが語られる

誉
博
士
号
は
68
回
卒
で
静
岡

県
の
米
山
武
義
先
生
に
授
与

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
中
原
理
事
長
は
、「
米
山

先
生
は
１
９
９
９
年
、
英
国

の
医
学
雑
誌 The Lancet

に
、
誤
嚥
性
肺
炎
は
口
腔
ケ

ア
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
と

い
う
論
文
を
発
表
し
た
。
こ

れ
が
堤
防
の
一
カ
所
に
穴
を

開
け
る
こ
と
に
な
り
、
口
腔

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
領

域
が
一
挙
に
広
が
っ
た
。
今

の
歯
科
医
師
の
エ
リ
ア
を
拡

大
し
歯
科
の
様
相
を
変
え
た

の
は
、
こ
の
米
山
先
生
の
ハ

ン
マ
ー
の
一
撃
だ
っ
た
と
思

う
。
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ

り
、
２
０
１
４
年
に
は
第
66

回
保
健
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ

た
」
と
披
露
し
、
名
誉
博
士

の
学
位
記
を
贈
呈
し
た
。

　
つ
い
で
米
山
名
誉
博
士
は

御
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

（
要
旨
別
掲
）

　
終
わ
り
に
永
年
勤
続
者
表

彰
に
移
り
、
表
彰
者
の
氏
名

が
呼
び
あ
げ
ら
れ
、
30
年
勤

続
者
13
名
を
代
表
し
て
志
賀

博
教
授
、
20
年
勤
続
者
18
名

を
代
表
し
て
今
井
一
志
教
授

に
中
原
理
事
長
か
ら
各
々
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
、
12
時
に

式
典
を
閉
式
し
た
。

　
生
命
歯
学
部
内
科
学
講
座

教
授
で
附
属
病
院
副
院
長
の

三
ツ
林
裕
已
衆
議
院
議
員

は
、
９
月
18
日
に
菅
義
偉
内

閣
の
内
閣
府
副
大
臣
に
就
任

し
た
。
内
閣
府
は
各
省
庁
の

中
で
も
、
内
閣
官
房
を
助
け

て
、
重
要
政
策
に
関
す
る
企

画
・
調
整
を
行
う
行
政
の
中

枢
機
関
で
あ
る
。

　
三
ツ
林
先
生
は
埼
玉
14
区

か
ら
立
候
補
し
、
２
０
１
７

年
に
三
選
。
１
５
年
に
は
厚

生
労
働
政
務
官
に
就
任
し
た
。

三
ツ
林
議
員  

内
閣
府
副
大
臣
に
就
任

☆
30
年
勤
続
表
彰

〈
生
命
歯
学
部
〉

志
賀
　
博
（
補
綴
学
１
）

〈
附
属
病
院
〉

北
村
和
夫
（
総
合
診
療
科
１
）

内
川
喜
盛
（
小
児
歯
科
）

菊
谷
　
武
（
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

橘
　
弘
之
（
歯
科
技
工
室
）

齋
藤
勝
紀
（
歯
科
技
工
室
）

奥
美
和
子
（
歯
科
衛
生
士
室
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

葛
城
啓
彰
（
微
生
物
学
）

山
田
博
美
（
内
科
学
）

荒
木
宣
行
（
用
度
営
繕
部
）

三
ケ
月

努
（
用
度
営
繕
部
）

〈
新
潟
病
院
〉

丸
山
　
完
（
歯
科
技
工
科
）

〈
東
京
短
期
大
学
〉

鈴
木
　
恵
（
歯
科
衛
生
学
科
）

☆
20
年
勤
続
表
彰

〈
生
命
歯
学
部
〉

今
井
一
志
（
生
化
学
）

永
年
勤
続
者

〈
附
属
病
院
〉

鈴
木
麻
美
（
総
合
診
療
科
２
）

大
澤
銀
子
（
総
合
診
療
科
２
）

岩
田
　
洋
（
放
射
線
・
病
理

診
断
科
）

児
玉
実
穂
（
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

長
谷
部
俊
一
（
歯
科
技
工
室
）

谷
口
慶
子
（
歯
科
衛
生
士
室
）

百
瀬
恵
美
（
歯
科
衛
生
士
室
）

岸
　
昌
代
（
看
護
部
）

中
原
　
貫
（
病
院
事
務
部
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

両
⻆
祐
子
（
歯
周
病
学
）

長
谷
川
勝
彦
（
内
科
学
）

〈
新
潟
病
院
〉

白
野
美
和
（
訪
問
歯
科
口
腔

ケ
ア
科
）

渥
美
陽
二
郎
（
訪
問
歯
科
口

腔
ケ
ア
科
）

松
木
奈
美
（
歯
科
衛
生
科
）

〈
医
科
病
院
〉

小
島
美
枝
（
看
護
科
）

田
川
智
恵
子
（
中
央
検
査
科
）

〈
東
京
短
期
大
学
〉

今
井
久
枝
（
短
大
事
務
室
）

　
新
潟
短
期
大
学
は
、
サ
ー

テ
ィ
フ
ァ
イ
が
主
催
す
る
資

格
認
定
試
験
の
合
格
者
を
多

数
輩
出
し
、優
秀
な
成
績
を
収

め
た
こ
と
か
ら
、
２
０
１
９

年
度
「
大
学
・
短
期
大

学
の
部
」
優
秀
団
体
賞

を
受
賞
し
た
。

　
株
式
会
社
サ
ー
テ
ィ

フ
ァ
イ
は
、「
日
本
情

報
処
理
教
育
普
及
協

会
」「
日

本

ソ

フ

ト

ウ
ェ
ア
教
育
協
会
」

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ク

リ
エ
イ
タ
ー
教
育
普
及

協
会
」
な
ど
５
協
会
を

母
体
に
２
０
０
１
年
に

設
立
さ
れ
た
。
現
在

は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
認
定
委
員
会
」
な
ど

を
加
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
、

技
能
等
に
関
す
る
認
定
試
験

を
開
発
し
実
施
し
て
い
る
。

新
潟
短
大
・
優
秀
団
体
賞



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２０年（令和２年）９月３０日 （２）第６６５号

日本歯科大学名誉博士号授与者

第１号　1964年　　周　汝川（台湾）

第２号　1969年　　P.R.Begg（オーストラリア）

第３号　1999年　　王　大章（中国）

第４号　2000年　　R.L.Christiansen（アメリカ）

第５号　2001年　　S.Chuckpaiwong（タイ）

第６号　2002年　　羽坂勇司（日本）

第７号　2003年　　A.Garfunkel（イスラエル）

第８号　2004年　　N.C.Gervasio（フィリピン）

第９号　2005年　　周　明勇（台湾）

第10号　2007年　　W.Suchato（タイ）

第11号　　同　　　C.Suchtatlampong（タイ）

第12号　2008年　　M.Von Leudinghauzen（ドイツ）

第13号　2010年　　D.M.Brunett（カナダ）

第14号　2012年　　J.M.Powers（アメリカ）

第15号　　同　　　R.Happonen（フィンランド）

第16号　2013年　　C.Stohler（アメリカ）

第17号　2014年　　村上一枝（日本）

第18号　2015年　　飯塚建行（スイス）

第19号　2016年　　周　学東（中国）

第20号　2017年　　B.Amarsaikhan（モンゴル）

第21号　2018年　　G.M.Townsent（オーストラリア）

第22号　2019年　　近藤悦子（日本）

第23号　2020年　　米山武義（日本）

◇
必
要
火
急
の
職
業

学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学

 

理
事
長
　
中
原 
泉

　
や
は
り
創
立
の
日
に
は
、

こ
う
い
う
式
典
を
も
っ
て
先

人
の
方
々
に
感
謝
を
捧
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

い
る
。
今
年
度
の
入
学
式
は

中
止
と
な
り
、
新
入
生
と
は

未
だ
顔
を
合
わ
せ
て
い
な

い
。
現
在
、
新
入
生
も
在
学

生
も
す
べ
て
ｗ
ｅ
ｂ
授
業
を

受
け
て
い
る
。

　
私
は
今
年
の
卒
業
式
の
と

き
、
人
生
に
は
三
つ
の
坂
が

あ
る
と
い
う
言
葉
を
卒
業
生

に
贈
っ
た
。
上
り
坂
、
下
り

坂
、
そ
し
て
、
ま
さ
か
。
彼

ら
も
私
た
ち
も
、
現
在
「
ま

坂
」
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
に
い

る
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
の
災
下
に
、

図
ら
ず
も
職
業
の
必
要
性
と

緊
急
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
歯
科
医
療
は
、
不
要
不

急
の
職
業
で
は
な
い
こ
と
が

は
っ
き
り
し
た
。
私
た
ち
の

職
業
は
世
の
中
に
必
要
な
仕

事
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
火
急
の
仕
事
で
あ

る
。
歯
科
医
療
は
必
要
火
急

の
職
業
、
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
次
第
で
あ
る
。

◇
守
り
、
守
ら
れ
る
大
学

日
本
歯
科
大
学

　
　
　
　
学
長
　
藤
井
一
維

　
本
日
の
創
立
記
念
日
が
、

学
長
と
し
て
初
め
て
の
挨

拶
の
場
と
な
る
と
は
思
っ

て
も
い
な
か
っ
た
。
ま
た

２
０
２
０
年
は
、
本
当
に
ま

サ
カ
の
連
続
と
な
っ
た
。

　
理
事
長
か
ら
お
話
が
あ
っ

た
よ
う
に
、
私
た
ち
は
ま
だ

新
入
生
に
は
会
っ
て
な
い
。

こ
の
間
、
教
職
員
の
勤
務

は
、
東
京
が
２
カ
月
の
休

校
、
新
潟
が
業
務
縮
小
と
い

う
形
を
と
っ
て
き
た
。

　
私
が
、
日
本
歯
科
大
学
に

入
学
し
よ
う
と
思
っ
た
一
つ

の
き
っ
か
け
が
あ
る
。
そ
れ

は
こ
れ
だ
け
長
い
間
続
い
て

い
る
大
学
は
、
き
っ
と
守
ら

れ
る
大
学
だ
と
思
っ
た
。
結

果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
２
カ

月
間
の
対
応
を
と
れ
た
の

も
、
ま
た
学
生
も
ｗ
ｅ
ｂ
授

業
で
継
続
し
て
い
る
こ
と

も
、
教
職
員
と
学
生
を
守
る

大
学
だ
か
ら
だ
ろ
う
。

　
１
１
４
年
の
歴
史
が
あ
る

日
本
歯
科
大
学
は
、
卒
業

生
、
教
職
員
、
学
生
が
大
学

を
守
り
、
お
互
い
に
守
り
守

ら
れ
て
い
る
大
学
だ
と
思
っ

て
い
る
。
世
の
中
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ン

ス
と
言
っ
て
い
る
が
、
マ
イ

ン
ド
や
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
関
し

て
は
、
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
は
ゼ

ロ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
、

日
本
歯
科
大
学
を
お
互
い
に

盛
り
立
て
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
。

◇
新
し
い
時
代
に
沿
っ
て

日
本
歯
科
大
学
校
友
会

　
　
　
　
会
長
　
近
藤
勝
洪

　
こ
の
厳
し
い
環
境
の
中

で
、
創
立
記
念
式
典
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
歯
科

関
係
者
の
あ
る
方
が
言
う
に

は
、
他
大
学
の
出
身
者
か

ら
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
に
つ
い
て

日
本
歯
科
大
学
は
ど
う
し
て

い
ま
す
か
、
と
た
び
た
び
聞

か
れ
た
そ
う
だ
。

　
私
は
日
本
歯
科
大
学
に
は

先
見
性
と
豊
富
な
経
験
を
持

ち
、
先
を
見
通
す
目
を
も
っ

た
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
が
い
る
こ

と
を
、
歯
科
界
の
み
ん
な
が

知
っ
て
い
る
の
だ
と
痛
切
に

感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
学

が
新
し
い
時
代
に
沿
っ
て
進

ん
で
い
く
こ
と
を
名
誉
の
こ

と
と
考
え
て
い
る
。

　
校
友
会
本
部
で
は
５
月
23

日
の
１
３
３
回
定
時
総
会
を

書
面
審
議
に
し
た
。
ま
た
６

月
７
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た

歯
学
会
総
会
・
大
会
と
校
友

会
共
催
の
国
際
歯
学
研
修
会

を
中
止
し
た
。
そ
の
ほ
か
の

事
業
も
、
や
む
を
得
ず
中
止

あ
る
い
は
延
期
に
し
た
も
の

も
あ
る
。

　
創
立
記
念
式
典
の
折
に
は

平
成
27
年
か
ら
創
立
記
念
式

典
特
別
参
列
制
度
・
ジ
ュ
ビ

リ
ー
５
０
２
５
を
毎
年
実
施

し
て
き
た
が
、
今
回
は
中
止

と
な
っ
た
。
来
年
の
１
１
５

周
年
記
念
日
に
は
、
卒
後
50

年
の
60
回
卒
、
25
年
の
85
回

卒
の
先
生
方
に
加
え
て
、
今

回
参
列
す
る
は
ず
だ
っ
た
59

回
と
84
回
の
先
生
方
に
も
出

席
し
て
も
ら
い
、
母
校
の
発

展
し
た
姿
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
る
。

創
立
１
１
４
年
を
言こ

と

祝ほ

ぐ

飯田橋駅西口がリニューアル

　
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
は
、

２
０
１
５
年
よ
り
改
修
工
事

中
だ
っ
た
が
、
７
月
12
日
に

新
し
い
西
口
駅
舎
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。（
写
真
・
右
側
は

本
学
体
育
館
）

　
駅
舎
は
牛
込
橋
の
上
で
今

ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。
橋
か

ら
改
札
口
ま
で
に
新
し
く
広

場
が
で
き
た
。
来
年
に
は
附

属
病
院
前
に
つ
な
が
る
通
路

が
新
設
さ
れ
る
。
完
成
す
れ

ば
来
院
患
者
の
利
便
性
が
さ

ら
に
向
上
す
る
だ
ろ
う
。

　
ホ
ー
ム
は
市
ヶ
谷
方
面
に

２
０
０
ｍ
延
伸
し
直
線
化
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
急
カ
ー

ブ
の
た
め
、
以
前
は
ホ
ー
ム

と
車
両
の
間
に
30
㎝
以
上
あ
っ

た
リ
ス
ク
が
解
消
さ
れ
た
。

　
改
札
口
脇
に
は
コ
ン
ビ
ニ

が
開
店
し
て
い
る
。
駅
ビ
ル

１
階
入
口
に
は
、
有
名
な
パ

ン
店
「
ル
・
グ
ル
ニ
エ
・
ア
・

パ
ン
」
が
入
店
し
、
２
階
に

は
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ラ
ウ
ン

ジ
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
等
が
出
店

予
定
。

　

 
 

名
誉
博
士
　
米
山
武
義

〜
御
礼
の
こ
と
ば
〜

　
本
日
は
こ
の
よ
う
に
特
別

に
栄
誉
あ
る
名
誉
博
士
号
を

い
た
だ
き
、
中
原
泉
理
事
長

先
生
を
は
じ
め
関
係
者
各
位

に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

た
い
。
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
一
杯
だ
。

　
老
健
施
設
で
の
体
験

　
思
い
起
こ
せ
ば
今
か
ら
40

年
以
上
前
の
こ
と
に
な
る
。

東
京
校
を
卒
業
し
、
歯
周
病

科
に
入
局
し
て
本
当
に
間
も

な
い
こ
ろ
、
友
人
か
ら
静
岡

県
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
か
な

い
か
、
と
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
。
国
家
試
験
も
受
か

り
、
未
来
の
自
分
の
歯
科
医

師
像
を
夢
見
て
ル
ン
ル
ン
の

気
持
ち
で
御
殿
場
に
行
っ
た
。

　
そ
の
特
養
施
設
で
目
の
当

た
り
に
し
た
の
が
、
言
葉
が

適
切
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

が
、
ガ
レ
キ
の
よ
う
な
口
腔

内
、
す
ご
い
口
臭
で
、
ほ
と

ん
ど
口
の
中
が
顧
み
ら
れ
て

な
い
と
い
う
現
実
だ
っ
た
。

行
き
と
違
い
、
非
常
に
重
い

気
持
ち
で
帰
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
１
回
限
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
も
り
だ
っ

た
が
、
と
う
と
う
40
年
た

ち
、
昨
日
も
老
人
ホ
ー
ム
で

診
療
し
て
き
た
。

　
卒
業
し
て
医
局
に
残
り
、

医
局
と
老
人
ホ
ー
ム
の
両
方

に
関
わ
っ
た
。
上
司
の
推
薦

と
母
校
の
支
援
に
よ
り
、
２

年
間
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
イ
エ

テ
ボ
リ
大
学
に
留
学
す
る
機

会
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
間

後
輩
た
ち
が
１
か
月
に
１
回
、

御
殿
場
ま
で
行
っ
て
守
っ
て

く
れ
た
。
帰
国
し
て
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
御
殿

場
に
行
っ
た
が
、
入
居
者
の

何
人
か
は
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
が
、
口
腔
内
の
状
態

は
依
然
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
私
は
気
が
付
い

た
。
結
局
対
症
療
法
で
は
絶

対
に
口
腔
内
の
環
境
は
よ
く

な
ら
な
い
、
や
は
り
予
防
的

な
介
入
が
必
要
だ
と
仲
間
に

言
い
、
簡
単
な
予
防
的
介
入

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ

た
。
２
週
間
に
１
回
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
テ
ィ
ー
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
考
え

方
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
お

年
寄
り
の
口
の
中
が
み
る
み

る
変
わ
り
、
笑
顔
も
増
え
て

き
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
看

護
師
長
か
ら
最
近
熱
を
出
す

人
が
非
常
に
少
な
く
な
っ

た
、
こ
れ
は
口
の
ケ
ア
を
し

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
発
言
を
い
た

だ
い
た
。

　
私
は
一
見
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、
よ
く
考
え
て
み
た

ら
、
そ
う
だ
、
大
変
な
こ
と

に
出
会
っ
た
と
思
っ
た
。
し

か
し
専
門
医
で
は
な
い
の

で
、
呼
吸
器
と
結
び
つ
け
て

ど
う
解
析
す
れ
ば
よ
い
か
分

か
ら
な
か
っ
た
。

　
口
腔
ケ
ア
で
肺
炎
予
防

　
そ
ん
な
折
に
全
国
紙
の
三

大
新
聞
に
、「
食
後
の
歯
み

が
き
と
上
体
起
こ
し
で
肺
炎

予
防
」
と
い
う
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。
東
北
大
学
の
老

年
・
呼
吸
器
内
科
の
佐
々
木

秀
忠
先
生
の
記
事
だ
っ
た
。

私
は
一
瞬
先
を
越
さ
れ
た
と

思
っ
た
。
佐
々
木
先
生
に
お

会
い
す
る
機
会
を
作
っ
て
い

た
だ
き
、
ど
の
よ
う
な
歯
み

が
き
を
し
た
か
と
伺
う
と
、

イ
ソ
ジ
ン
で
グ
ル
グ
ル
っ
と

綿
棒
で
口
の
中
を
拭
え
ば
い

い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
い

や
、
そ
れ
で
は
全
く
足
り
な

い
、
口
の
中
の
衛
生
管
理
を

徹
底
す
れ
ば
、
も
っ
と
い
い

結
果
が
出
る
か
も
し
れ
な
い

と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
は
あ
な
た
方
歯
医
者
さ
ん

の
仕
事
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と

を
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。

　
佐
々
木
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
研
究
計
画
を
立
て
、
全

国
に
同
志
を
集
め
関
わ
っ
て

き
た
。
一
緒
に
関
与
し
た
歯

科
関
係
者
、
と
く
に
歯
科
衛

生
士
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、

肺
炎
、
発
熱
、
肺
炎
死
亡
率

の
改
善
に
非
常
に
よ
い
結
果

が
得
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
に

私
が
経
験
し
た
施
設
に
お
け

る
高
齢
者
の
口
の
中
と
、
現

在
と
は
大
分
違
っ
て
き
て
お

り
、
隔
世
の
感
が
す
る
。

　
初
め
て
こ
の
テ
ー
マ
に
関

わ
っ
た
こ
ろ
は
若
か
っ
た

が
、
今
は
私
自
身
が
高
齢
者

の
範
疇
に
入
り
、
残
り
の
人

生
を
ど
う
関
わ
る
か
と
思
っ

て
い
た
矢
先
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
た
。

　
歯
科
は
予
防
の
最
前
線

　
歯
科
関
係
者
は
一
番
危
な

い
職
業
の
一
つ
だ
、
と
マ
ス

コ
ミ
に
流
さ
れ
た
と
き
に
私

は
、
違
う
ん
だ
、
歯
科
は
予

防
の
最
前
線
に
い
る
、
し
っ

か
り
と
管
理
し
て
い
け
ば
、

わ
れ
わ
れ
は
予
防
す
る
先
兵

に
な
れ
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　
本
日
壇
上
に
私
が
立
つ
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
諸
先
生

方
、
諸
先
輩
方
、
同
級
生
、

後
輩
の
み
な
さ
ん
の
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
う
。

ど
う
か
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

中原理事長から学位記が授与された

謝辞を述べる米山武義名誉博士

自
民
党
総
裁
選
の
最
中
に

☆
９
月
４
日
午
前
10
時
、
石

破
茂
元
幹
事
長
は
、
参
議
院

別
館
の
歯
科
診
療
所
を
定
期

検
診
の
た
め
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
院
長
は
、
本
学
70
回
卒

の
山
内
佳
奈
子
先
生
で
す
。

☆
同
日
午
後
３
時
、
岸
田
文

雄
政
調
会
長
は
、
富
士
見
町

の
本
学
附
属
病
院
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
口
腔
外
科
の
小
林
隆
太
郎

教
授
が
院
内
を
案
内
し
、
藤

井
一
維
学
長
、
三
代
冬
彦
病

院
長
、
お
よ
び
日
本
歯
科
医

師
連
盟
の
高
橋
英
登
会
長
と

懇
談
し
ま
し
た
。

☆
同
月
９
日
午
前
10
時
、
安

倍
晋
三
首
相
は
、
富
士
見
町

の
本
学
附
属
病
院
に
８
カ
月

半
ぶ
り
に
来
院
し
ま
し
た
。

　
総
理
の
主
治
医
小
林
隆
太

郎
教
授
が
、
診
察
に
当
た
り

ま
し
た
。

歯
　
鏡



日 本 歯 科 大 学 新 聞（３） 第６６５号２０２０年（令和２年）９月３０日

All 日歯で世界の歯科大学に
オール　ニッパオール　ニッパ

東京▶新潟の教授会で新旧学長が語る

左から佐藤聡教務部長、中原賢歯学部長、若槻
紀寿事務局長、藤井一維学長

掲載論文URL：https://stemcellres.biomedcentral.com/articles/10.1186/s3287-020-01776-7

中原前学長に記念盾と花束が贈られた
（６月25日・新潟、写真上・藤井学長、下・
中栄参与）

新
潟
生
命
歯
学
部
教
授
会
で
資
料

を
紹
介
す
る
中
原
前
学
長

　
令
和
２
年
度
の
定
例
教
授

会
は
、
生
命
歯
学
部
で
は
６

月
23
日
、
九
段
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
新
潟
生
命
歯
学
部
で

は
６
月
25
日
、
ア
イ
ヴ
イ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。

　
東
京
の
教
授
会
で
は
中
原

泉
前
学
長
は
「
私
が
学
生

時
代
の
こ
ろ
か
ら
、
日
本

歯
科
大
学
は
ニ
ッ
パ
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
半
分

馬
鹿
に
し
た
呼
び
方
で
私
は

内
心
悔
し
が
っ
た
が
、
し
か

し
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
歯

科
大
学
・
歯
学
部
28
校
の
中

で
、
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
る
の

は
本
学
だ
け
だ
。
あ
だ
名
が

つ
く
こ
と
は
大
し
た
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
い
く

ら
で
も
呼
ん
で
も
ら
っ
て
よ

い
。
東
京
・
新
潟
合
わ
せ
て

オ
ー
ル
ニ
ッ
パ
で
今
後
と
も

お
願
い
し
た
い
。」と
述
べ
た
。

　
続
い
て
藤
井
一
維
新
学

長
は
「
令
和
２
年
４
月
１

　
生
命
歯
学
部
発
生
・
再
生

医
科
学
講
座
の
望
月
真
衣
助

教
と
中
原
貴
教
授
ら
の
研
究

チ
ー
ム
は
、
歯
髄
幹
細
胞
の

新
た
な
培
養
法
の
確
立
に
成

功
し
、
英
国
の
幹
細
胞
専
門

誌
『Stem

 Cell Research 
&

 Therapy

』(

２
０
２
０

年
７
月
14
日
）
に
発
表
し

た
。
本
研
究
成
果
は
、
同
日

付
け
の
日
本
歯
科
新
聞
（
第

２
１
１
８
号
）
に
も
紹
介
さ

れ
た
。
論
文
題
名
は
「
コ

ラ
ー
ゲ
ン
を
用
い
た
ヒ
ト
歯

髄
幹
細
胞
の
無
血
清
培
養
法

の
確
立
（
英
文
題
名
は
、
上

記
抜
粋
論
文
名
通
り
）
」。

　
中
原
教
授
ら
の
研
究
チ
ー

日
、
第
９
代
学
長
に
就
任
し

た
。
私
は
基
本
的
に
は
東
京

の
生
命
歯
学
部
に
居
て
、

学
長
職
を
務
め
る
の
で
宜
し

く
お
願
い
し
た
い
。
私
も
学

長
と
し
て
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
は
オ
ー
ル
ニ
ッ
パ
だ
。
こ

の
オ
ー
ル
ニ
ッ
パ
は
、
い
ろ

い
ろ
な
意
味
が
あ
る
。
本
学

に
は
、
２
つ
の
歯
学
部
と
２

つ
の
研
究
科
が
あ
る
。
こ
れ

を
フ
ル
活
用
し
て
病
院
も
す

べ
て
含
み
、
本
当
に
オ
ー
ル

ニ
ッ
パ
で
学
生
募
集
か
ら
始

ま
り
、
教
育
と
研
究
を
す
る

の
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
中
原
理
事
長
は
２
０
０
０

年
か
ら
20
年
間
学
長
職
を
務

め
た
。
昨
年
出
版
さ
れ
た

『
中
原
泉
回
顧
記
録
』
を
読

ん
で
分
か
っ
た
の
だ
が
、
学

長
就
任
に
際
し
て
、
私
の
判

断
基
準
は
大
学
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
、
そ
れ

に
尽
き
る
、
そ
れ
以
外
の
判

断
基
準
は
な
い
と
話
さ
れ
て

い
る
。
大
学
が
得
す
る
か
損

す
る
か
、
こ
の
こ
と
を
基
準

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
潟
で
よ
く
言
っ
て
い
る
の

は
、
教
員
は
学
生
に
嫌
わ
れ

る
勇
気
を
持
た
な
く
て
は
い

け
な
い
。
結
果
と
し
て
５
年

後
、
10
年
後
に
、
あ
あ
そ
う

だ
っ
た
の
か
と
分
か
っ
て
も

ら
え
れ
ば
よ
い
、
学
生
の
機

嫌
や
人
気
を
と
る
必
要
は
な

い
、
歯
科
医
師
に
す
る
こ
と

が
教
員
の
使
命
、
と
思
っ
て

い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　
つ
い
で
中
原
名
誉
学
長
に

藤
井
新
学
長
か
ら
、
記
念
盾

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
２
日
後
の
25
日
、
新
潟
生

命
歯
学
部
で
開
か
れ
た
教
授

会
で
中
原
前
学
長
は
、「
私

は
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）

に
学
長
に
就
任
し
、
４
年
２

カ
月
務
め
た
。
そ
れ
か
ら

２
０
０
０
年
か
ら
２
０
２
０

年
に
至
る
ま
で
、
あ
わ
せ
て

24
年
２
カ
月
、
学
長
職
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
新

潟
歯
学
部
の
教
授
会
は
、
昭

和
47
年
の
学
部
開
設
か
ら
始

ま
る
が
、
私
は
48
年
間
出
席

し
た
。
第
１
回
の
新
潟
歯
学

部
教
授
会
の
資
料
が
あ
る
の

で
ご
紹
介
し
た
い
。
４
月
の

定
例
教
授
会
、
昭
和
47
年
４

月
25
日
火
曜
日
、
午
後
12
時

30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
、

本
館
４
階
の
窓
際
、
ベ
ラ
ン

ダ
の
ほ
う
に
２
列
ほ
ど
テ
ー

ブ
ル
を
お
い
て
開
催
し
た
。

当
時
は
進
学
課
程
２
年
と
専

門
課
程
４
年
と
が
は
っ
き
り

分
か
れ
て
お
り
、
未
だ
進
学

課
程
の
教
授
だ
け
だ
っ
た
。

私
が
教
務
部
長
で
、
鯉
沼
昵

先
生
が
学
生
部
長
、
そ
れ
か

　
飯
田
橋
駅
前
の
本
学
体
育

館
や
附
属
病
院
の
敷
地
は
、

江
戸
時
代
は
旗
本
屋
敷
だ
っ

た
。
こ
の
場
所
は
、
江
戸
城

外
郭
の
牛
込
御
門
内
に
あ
た

り
、
富
永
権
左
衛
門
と
い
う

旗
本
が
幕
末
ま
で
屋
敷
を
拝

領
し
て
い
た
。

　
本
学
で
は
１
９
５
５
年

（
昭
和
30
）
に
購
入
し
た

が
、
当
時
は
未
だ
旗
本
屋

敷
の
長
屋
門
が
残
っ
て
い

た
。
附
属
病
院
を
開
院
し
た

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
）

に
、
病
院
入
口
に
千
代
田
区

と
本
学
と
の
連
名
で
、
文
化

財
標
識
と
し
て
「
旗
本
屋
敷

跡
」
の
説
明
板
が
設
置
さ
れ

た
。

　
今
春
、
日
本
語
と
英
語
の

説
明
板
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。
そ
の
脇
に
は
、「
下
乗

（
か
じ
ょ
う
）
」
の
石
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
る
。

ら
法
学
の
山
口
五
郎
教
授
、

哲
学
・
文
学
の
石
塚
松
司
教

授
、
化
学
の
中
原
彦
之
丞
教

授
、
生
物
の
相
馬
悌
介
教
授
、

英
語
の
篠
田
成
之
教
授
、
吉

田
冬
蔵
教
授
、
体
育
の
島
掛

藤
次
郎
教
授
、
数
学
の
磯
野

信
雄
教
授
と
い
う
年
配
の
先

生
ば
か
り
で
、
出
席
者
は
10

名
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
も
う
48
年
経
っ

た
の
か
と
い
う
思
い
が
し
て

い
る
。

　
先
日
新
潟
で
タ
ク
シ
ー
に

乗
り
、
浜
浦
町
の
歯
科
大
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
言
う

と
、
運
転
手
が
、
ニ
ッ
パ
で

す
ね
！
と
返
事
し
た
。
そ
う

か
、
新
潟
に
も
ニ
ッ
パ
が
広

ま
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
東
京
・
新
潟
あ
わ

せ
て
オ
ー
ル
・
ニ
ッ
パ
で
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。

　
つ
づ
い
て
藤
井
一
維
学
長

は
、「
４
月
１
日
に
第
９
代

学
長
に
就
任
し
た
。
私
は
日

本
歯
科
大
学
を
受
験
す
る
と

き
に
、
自
分
な
り
に
調
べ
ま

く
っ
た
が
、
こ
の
大
学
は
守

ら
れ
る
大
学
だ
と
直
感
し

た
。
た
だ
守
ら
れ
る
と
い
う

の
は
、
守
る
大
学
で
も
あ

る
。
教
職
員
・
卒
業
生
・
学

生
が
、
大
学
を
守
る
と
い
う

考
え
方
が
な
け
れ
ば
長
い
間

続
か
な
い
だ
ろ
う
。
東
京
の

教
授
会
で
も
話
し
た
が
、
中

原
理
事
長
は
２
回
学
長
に
な

ら
れ
て
い
る
。
２
回
目
に
学

長
に
就
任
し
た
２
０
０
０
年

の
教
授
会
で
、
学
長
と
し
て

の
判
断
基
準
は
、
大
学
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス

か
、
そ
れ
だ
け
だ
と
話
さ
れ

た
。
私
も
改
め
て
申
し
上
げ

た
い
。
大
学
が
得
す
る
の
か

損
す
る
の
か
、
結
果
的
に
学

生
が
得
す
る
の
か
損
す
る
の

か
に
尽
き
る
と
思
う
」
と
挨

拶
し
た
。

　
次
い
で
、
中
原
賢
新
潟
生

命
歯
学
部
長
は
、「
今
月
私

は
40
歳
に
な
っ
た
。
き
り
の

い
い
歳
な
の
で
昨
日
、
自
分

の
業
績
を
数
え
て
み
た
。
英

語
論
文
数
30
編
、
そ
の
中
で

イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
の

つ
い
て
い
る
雑
誌
は
24
編

で
、
ト
ー
タ
ル
の
イ
ン
パ
ク

ト
フ
ァ
ク
タ
ー
は
56
・
２
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
同
年
代
の

研
究
者
と
比
べ
そ
れ
ほ
ど
多

い
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
堂
々
と
先
生
方

の
前
に
立
て
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
業
績
を
積
ん
で
き
た
つ

も
り
だ
。

　
私
は
論
文
至
上
主
義
者
で

は
な
い
。
し
か
し
な
ぜ
論
文

の
話
を
し
て
い
る
か
と
い
う

と
、
一
般
的
に
他
大
学
の
教

授
選
考
で
は
、
最
初
は
書
面

審
査
で
論
文
の
数
、
研
究
内

容
が
評
価
さ
れ
る
。
そ
れ
を

通
過
し
て
は
じ
め
て
教
育
や

診
療
の
評
価
と
な
る
。
私
は

世
界
で
通
用
す
る
歯
科
大

学
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
教
務
部
長
に
就
任
し
て
以

来
、
本
学
の
歯
科
医
師
国
家

試
験
合
格
率
を
90
％
台
に
あ

げ
、
そ
れ
を
堅
持
し
た
い
と

目
標
を
掲
げ
て
き
た
。
し
か

し
日
本
の
歯
科
医
師
国
家
試

験
の
合
格
率
は
、
世
界
か
ら

見
た
場
合
に
は
な
ん
の
評
価

に
も
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

こ
の
目
標
は
設
定
し
た
ま
ま

新
た
な
目
標
を
掲
げ
た
い
。

　
そ
れ
は W

orld University
 Ranking for D

entistry

で
１
０
０
位
、
そ
し
て
50
位

を
目
指
せ
る
大
学
に
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教

員
一
人
一
人
の
論
文
数
、
各

国
か
ら
の
研
究
者
の
雇
用
を

大
学
側
と
し
て
ど
ん
ど
ん
増

や
し
て
い
き
た
い
。
世
界

に
認
め
ら
れ
、
１
０
０
年

２
０
０
年
、
強
く
生
き
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
日
本
歯
科

大
学
新
潟
生
命
歯
学
部
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
藤
井
新
学
長

よ
り
中
原
名
誉
学
長
へ
記
念

盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。
つ
づ
い

て
40
年
余
に
わ
た
り
秘
書
を

務
め
て
い
る
、
中
栄
美
栄
子

参
与
か
ら
中
原
名
誉
学
長
に

花
束
が
手
渡
さ
れ
た
。

ム
は
、
２
０
１
８
年
に
幹
細

胞
の
培
養
に
は
必
須
と
さ
れ

る
ウ
シ
胎
仔
血
清
（
Ｆ
Ｂ

Ｓ
）
を
用
い
な
い
無
血
清
培

養
法
に
よ
っ
て
、
歯
髄
組
織

か
ら
の
幹
細
胞
の
分
離
と
大

量
培
養
に
成
功
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
同
培
養
法
は
、
過
度

に
培
養
を
続
け
る
と
シ
ー
ト

化
し
て
細
胞
の
増
殖
能
に
破

綻
を
き
た
し
、
細
胞
死
を
生

じ
る
こ
と
が
問
題
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
た
び
の
研
究
で
は
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
培
養
皿
に
塗

布
す
る
こ
と
で
、
歯
髄
幹
細

胞
の
接
着
を
促
進
し
て
活
発

な
増
殖
を
維
持
し
、
通
法
培

養
の
約
２
倍
の
細
胞
数
が
得

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
シ
ー
ト

化
し
て
も
細
胞
死
が
生
じ

ず
、
幹
細
胞
特
性
と
正
常
な

染
色
体
を
維
持
し
て
お
り
、

細
胞
の
が
ん
化
（
腫
傷
化
）

も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
現
在
の
幹
細
胞
の
培
養
に

は
、
Ｆ
Ｂ
Ｓ
を
添
加
し
た
培

養
液
が
使
用
さ
れ
る
が
、
プ

リ
オ
ン
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

感
染
や
異
種
抗
原
に
対
す
る

免
疫
反
応
の
恐
れ
が
あ
り
、

再
生
医
療
の
リ
ス
ク
要
因
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
コ

ラ
ー
ゲ
ン
塗
布
と
い
う
簡
便

な
手
法
で
、
効
果
的
な
無
血

清
培
養
に
成
功
し
た
こ
と

で
、
本
学
が
進
め
る
「
歯
の

細
胞
バ
ン
ク
」
へ
の
応
用
も

可
能
な
こ
と
か
ら
、
将
来
の

安
全
な
再
生
医
療
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
。

東京  附属病院入口
文化財標識を一新

発
生
・
再
生
医
科
学
講
座（
東
京
）

英
国 

幹
細
胞
専
門
誌
に
発
表
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黒
川
裕
臣
教
授
（
新
潟
病

院
総
合
診
療
科
）
の
最
終
記

念
講
義
は
、
６
月
25
日
午
後

５
時
か
ら
新
潟
生
命
歯
学
部

講
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　
渡
邉
文
彦
教
授
（
新
潟
生

命
歯
学
部
歯
科
補
綴
学
第
二

講
座
）
の
最
終
記
念
講
義
は

７
月
30
日
午
後
６
時
15
分
か

ら
新
潟
生
命
歯
学
部
講
堂
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
演
題

は
「
患
者
さ
ん
か
ら
学
ん
だ

　
東
京
・
江
東
区
に
あ
る
木

場
寮
は
、
１
９
９
４
年
（
平

成
５
）
に
鹿
島
建
設
株
式
会

社
の
男
子
寮
と
し
て
建
設
さ

れ
た
。
本
学
で
は
そ
の
建
物

を
２
０
０
１
年
に
購
入
し
、

生
命
歯
学
部
と
東
京
短
期
大

学
の
女
子
寮
と
し
て
、
冷
暖

房
完
備
、
キ
ッ
チ
ン
、
バ

ス
、
ト
イ
レ
付
の
完
全
個
室

84
室
に
改
修
し
た
。

　
す
で
に
築
25
年
が
経
過

新
潟
・
文
京
町
に
校
地
を
購
入

　
本
学
で
は
こ
の
ほ
ど
、
新

潟
市
中
央
区
文
京
町
の
新
潟

県
職
員
寮
跡
地
１
１
５
１
㎡

余
（
約
３
５
０
坪
）
を
校
地

と
し
て
購
入
し
た
。
バ
ス
通

り
に
面
し
た
同
地
は
、
新
潟

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
５
分

の
至
近
距
離
に
あ
る
。

校
友
会
が
御
見
舞
金
を
贈
る

　
日
本
歯
科
大
学
校
友
会

（
近
藤
勝
洪
会
長
）
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

訃
　
　
報

小
宮
定
志 

名
誉
教
授

　
本
学
名
誉
教
授
の
小
宮
定

志
先
生
は
、
４
月
６
日
逝
去

さ
れ
た
。
享
年
89
。
小
宮
名

誉
教
授
は
１
９
５
４
年
（
昭

和
29
）
東
京
教
育
大
学
理
学

部
卒
業
。
５
７
年
（
昭
和

32
）
か
ら
本
学
に
勤
務
、
45

年
間
に
わ
た
り
歯
学
部
で
生

物
学
を
講
じ
、
学
生
部
長
等

を
歴
任
し
た
。

桐
村
和
子 

名
誉
教
授

　
本
学
名
誉
教
授
の
桐
村
和

子
先
生
は
、
７
月
23
日
逝
去

新
潟
生
命
歯
学
部
講
堂
で
最
終
記
念
講
義

　
黒
川
教
授
（
新
潟
・
総
診
）
渡
邉
教
授
（
新
潟
・
補
綴
）

　
演
題
は
「
日
本
歯
科
大
学

と
と
も
に
45
年
」
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
学
外
や
学
生
の
参

加
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
多

く
の
教
職
員
・
大
学
院
生
が

聴
講
し
た
。

　
黒
川
教
授
は
１
９
８
１

年
（
昭
和
56
）
本
学
卒
業

（
第
70
回
卒
）。
新
潟
歯
学

部
歯
科
補
綴
学
第
二
講
座
助

手
、
講
師
、
助
教
授
を
経

て
、
２
０
０
９
年
新
潟
病
院

総
合
診
療
科
教
授
に
就
任
。

１
９
８
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
在
宅
歯
科
往
診
に
従
事

し
、
０
９
年
に
在
宅
往
診
ケ

ア
チ
ー
ム
長
、
１
８
年
か
ら

は
わ
が
国
初
の
在
宅
歯
科
専

門
診
療
所
で
あ
る
在
宅
ケ
ア

新
潟
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
初
代
院

長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

こ
と
」
で
、
多
く
の
教
職
員
、

学
生
、
専
門
研
修
医
、
臨
床

研
修
生
が
聴
講
し
た
。

　
渡
邉
教
授
は
１
９
７
７

年
（
昭
和
52
）
本
学
卒
業

（
第
66
回
卒
）。
同
年
新
潟

歯
学
部
歯
科
補
綴
学
教
室
第

二
講
座
助
手
、
講
師
、
助
教

授
を
経
て
、
１
９
９
９
年
先

端
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、

２
０
０
３
年
総
合
診
療
科
教

授
、
０
７
年
歯
科
補
綴
学
第

二
講
座
教
授
に
就
任
。
１
７

年
か
ら
本
学
歯
学
会
会
長
を

務
め
て
い
る
。

し
、
設
備
・
内
装
等
の
老
朽

化
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

１
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
、
研
修
室

等
の
空
調
、
照
明
設
備
お
よ

び
内
装
改
修
工
事
を
行
い
、

本
年
３
月
末
に
完
了
し
た
。

ま
た
什
器
備
品
も
更
新
し

た
。

　
木
場
寮
は
、
地
下
鉄
東
西

線
「
木
場
」
駅
か
ら
徒
歩
５

分
で
、
通
学
時
間
約
30
分
と

い
う
便
利
な
場
所
に
あ
る
。

防
犯
対
策
と
し
て
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
は
防
犯
カ
メ
ラ
完

備
、
指
紋
認
証
式
ド
ア
ロ
ッ

ク
な
ど
を
設
置
。
ま
た
寮
母

が
常
駐
し
て
お
り
、
留
守
中

の
荷
物
の
受
け
取
り
な
ど

様
々
な
面
で
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

東京・木場寮を改修

症
対
策
に
役
立
て
て
も
ら
え

る
よ
う
、学
校
法
人
日
本
歯
科

大
学
と
各
都
道
府
県
校
友
会

に
御
見
舞
金
を
贈
呈
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｄ
会
長
に
隅
田
先
生

　
本
学
63
回
卒
の
隅
田
百
登

子
先
生
は
、
こ
の
た
び
一
般

社
団
法
人
国
際
歯
科
学
士
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）（International 

College of Dentists

）
日

本
部
会
の
会
長
に
就
任
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
は
、
１
９
２
０

年
に
設
立
さ
れ
た
米
国
歯
科

医
師
協
会
（
Ａ
Ｃ
Ｄ
）
を
母

体
と
し
た
国
際
組
織
で
、
日

本
部
会
会
員
は
約
２
８
０
名
。

　
隅
田
先
生
は
小
児
歯
科
学

専
攻
、
２
０
１
４
年
ま
で
、

東
京
短
期
大
学
歯
科
衛
生
学

科
教
授
を
務
め
た
。
本
学
出

身
の
Ｉ
Ｃ
Ｄ
日
本
部
会
会
長

は
、
原
田
良
種
、
菊
池
進
、

小
林
菊
生
の
各
先
生
に
つ
づ

き
、
４
人
目
と
な
る
。

松
野
教
授
（
東
京
・
口
腔
外
科
）

歯
科
薬
物
療
法
学
会
理
事
長

　
生
命
歯
学
部
口
腔
外
科
学

講
座
の
松
野
知
宣
教
授
は
、

一
般
社
団
法
人
日
本
歯
科
薬

物
療
法
学
会
理
事
長
に
就
任

し
た
。

　
１
９
８
２
年
に
歯
科
薬
物

療
法
研
究
会
と
し
て
発
足
し

た
同
学
会
は
、
８
５
年
に
歯

科
薬
物
療
法
学
会
と
名
称
変

更
し
、
９
２
年
に
日
本
歯
科

医
学
会
の
第
14
番
目
の
専
門

分
科
会
に
承
認
さ
れ
た
。
口

腔
外
科
、
歯
周
病
、
歯
内
治

療
、
歯
科
麻
酔
、
歯
科
薬
理

学
、
感
染
制
御
学
な
ど
の
多

領
域
に
わ
た
る
学
際
的
な
学

術
団
体
で
あ
る
。

大
学
院
入
学
生

　
２
０
２
０
年
度
日
本
歯
科

大
学
大
学
院
生
命
歯
学
研
究

科
入
学
生
９
名
、
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
入
学
生
14
名
は

次
の
通
り

〈
大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科
〉

解
剖
学
Ⅰ
　
　
　
川
田
幸
平

さ
れ
た
。
享
年
86
。
桐
村
名

誉
教
授
は
１
９
５
８
年
（
昭

和
33
）
東
京
都
立
大
学
理

学
部
卒
業
。６
１
年（
昭
和
36
）

か
ら
本
学
生
化
学
教
室
に
勤

務
し
、
１
９
８
８
年
（
昭
和

63
）
に
共
同
利
用
研
究
所

（
現
・
共
同
利
用
研
究
セ
ン

タ
ー
）
教
授
に
就
任
し
た
。

生
理
学
　
　
　
　
中
村
瑛
史

生
化
学
　
　
　
　
勝
海
怜
一

病
理
学
　
　
　
　
埴
　
太
宥

微
生
物
学
　
　
　
林
田
尚
斗

歯
科
保
存
学
　
　
村
山
文
康

歯
科
補
綴
学
Ⅰ
　
仁
村
可
奈

歯
科
矯
正
学
　
江
畑
結
利
花

歯
周
病
学
　
　
　
酒
寄
智
央

〈
大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研

究
科
〉

形
態
分
析
化
学
　
猪
子
修
平

口
腔
材
料
開
発
工
学

　
　
　
　
　  

五
十
嵐
将
宏

口
腔
材
料
開
発
工
学

　
　
　
　
　 

　 

辻
　
諒
慧

放
射
線
定
量
診
断
学

　
　
　
　
　
　
　
南
　
祥
之

硬
組
織
機
能
治
療
学

　
　
　
　
　
　
　
鎗
田
将
史

歯
周
機
能
治
療
学

　
　
　
　
　
　
　
八
板
直
道

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学

　
　
　
　
　
　
三
浦
実
生
子

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学

　
　
　
　
　
　
　
椎
木
　
甫

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

　
　
　
　
　
　
　
菊
地
庸
佑

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

　
　
　
　
　
　
　
武
内
信
親

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

 

坂
詰
博
仁

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

 

依
田
雅
貴

全
身
関
連
臨
床
検
査
学

　
　
　
　
　
　
　
中
谷
俊
哉

全
身
関
連
臨
床
検
査
学

　
　
　
　
　
　
　
坂
詰
智
仁

　
２
０
２
０
年
度
日
本
歯
科

大
学
生
命
歯
学
部
、
新
潟
生

命
歯
学
部
、
東
京
短
期
大

学
、
新
潟
短
期
大
学
の
学
年

主
任
は
次
の
通
り
（
カ
ッ
コ

内
数
字
は
学
年
、
上
段
は
主

任
、
下
段
は
副
主
任
）。

〈
生
命
歯
学
部
〉

⑴
五
味
治
徳
　
　
佐
伯
周
子

　
　
　
　
　
　
佐
是
奈
織
美

⑵
今
井
敏
夫
　
　
田
谷
雄
二

　
　
　
　
　
　
　
滑
川
初
枝

　
　
　
　
　
　
鈴
木
ま
ど
か

⑶
福
田
雅
臣
　
　
前
田
宗
宏

学

年

主

任

　
　
　
　
　
　
　
上
田
容
子

　
　
　
　
　
　
　
河
上
智
美

⑷
新
井
一
仁
　
　
土
持
　
宇

　
　
　
　
　
　
　
冨
山
希
美

⑸
秋
山
仁
志
　
　
石
垣
佳
希

　
　
　
　
　
　
　
小
倉
　
晋

　
　
　
　
　
　
　
児
玉
実
穂

　
　
　
　
　
　
　
南
こ
ず
え

⑹
筒
井
健
夫
　
　
井
出
吉
昭

　
　
　
　
　
　
　
村
樫
悦
子

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

⑴
戸
谷
収
二
　
　
高
橋
　
睦

⑵
廣
安
一
彦
　
　
種
村
　
潔

　
　
　
　
　
　
　
田
中
聖
至

⑶
岡
田
康
男
　
　
高
塩
智
子

⑷
佐
藤
義
英
　
　
新
井
恭
子

⑸
田
中
　
彰 

北
島
佳
代
子

⑹
遠
藤
敏
哉  

　
清
水
公
夫

　
　
　
　
　
　  

両
⻆
祐
子

〈
東
京
短
期
大
学
〉

〇
歯
科
技
工
学
科

⑴
富
田
　
淳
　
　
茂
原
宏
美

⑵
雲
野
泰
史
　
　
小
泉
順
一

〇
歯
科
衛
生
学
科

⑴
市
川
順
子
　
　
小
倉
千
幸

⑵
関
口
洋
子
　
　
飯
島
瑶
子

⑶
野
村
正
子
　
　
鈴
木
　
恵

〇
専
攻
科
歯
科
技
工
学
専
攻

　
竹
井
利
香
　
　
佐
藤
文
裕

 

宇
都
宮
宏
充

 

横
山
和
良

〇
専
攻
科
歯
科
衛
生
学
専
攻

　
池
田
亜
紀
子
　
葛
島
沙
耶

〈
新
潟
短
期
大
学
〉

⑴
長
谷
川
優
　
　
煤
賀
美
緒

⑵
三
富
純
子
　
　
土
田
智
子

⑶
佐
藤
治
美
　
　
筒
井
紀
子

〇
専
攻
科
歯
科
衛
生
学
専
攻
・

専
攻
科
在
宅
歯
科
医
療
学
専

攻
・
専
攻
科
が
ん
関
連
口
腔

ケ
ア
学
専
攻

　
今
井
あ
か
ね 

小
野
み
の
り

記念品と花束を贈る中原理事長

多くの教職員が聴講した最終講義最終講義には大勢の教職員が聴講した

中原理事長から記念品が手渡された


